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市
税
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
翻
訳

・
通
訳
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
募
集
言
語　

翻
訳
＝
中
国
語
・
韓
国

語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

タ
ガ
ロ
グ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ

語
・
タ
イ
語
・
英
語
（
若
干
名
）
▽
通

訳
＝
タ
ガ
ロ
グ
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ

ン
語

※
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に

登
録
（
年
会
費
２
０
０
０
円
）
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

□問
 

（
財
）
町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財

団　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
11
７
２

２
・
４
２
６
０

　

ノ
イ
バ
ラ
の
名
前
の
由
来
は
、
野

の
茨
（
イ
バ
ラ
）
で
イ
バ
ラ
と
は
と

げ
の
あ
る
低
木
の
総
称
名
だ
。

　

町
田
市
内
で
は
、
こ
の
仲
間
に
、

テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
、
フ
ジ
イ
バ
ラ
が

自
生
す
る
。
ど
の
種
類
の
花
も
、
枝

先
に
円
錐
花
序
に
多
数
の
蕾
を
つ

け
、
二
セ
ン
チ
程
の
白
花
を
咲
か
せ

る
。
な
か
に
は
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
弁

を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
開
い
た
ば
か

り
の
花
び
ら
は
中
央
の
黄
色
い
花
粉

袋
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
清
ら
か

な
香
り
は
清
楚
さ
を
い
っ
そ
う
引
き

立
て
る
。

　

晩
秋
に
は
、
果
実
が
、
赤
く
色
づ

く
。
日
を
受
け
て
ル
ビ
ー
や
ガ
ー
ネ

ッ
ト
の
宝
石
に
も
似
た
輝
き
に
出
会

う
と
、
至
福
の
時
を
与
え
て
く
れ

る
。
こ
の
赤
い
実
は
、
ガ
ク
の
筒
の

部
分
が
肥
大
化
し
て
実
に
な
っ
た
も

の
で
、
果
肉
を
割
る
と
中
に
多
数
の

本
当
の
果
実
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の

様
に
子
房
以
外
が
肥
大
化
し
た
も
の

を
偽
果
と
い
い
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
の

果
実
も
同
じ
で
あ
る
。

　

株
は
園
芸
種
の
接
木
の
台
木
や
パ

イ
プ
の
原
木
に
も
使
わ
れ
た
。

　

ノ
イ
バ
ラ
は
日
当
た
り
を
好
み
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
植
物
で
あ
っ
た
が
、

護
岸
工
事
や
宅
地
造
成
で
、
め
っ
き

り
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

（
南
大
谷
・
長
島
靖
彦
）

　

旧
暦
五
月
、
新
緑
滴
る
六
月
前
後

の
情
景
を
詠
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
季

節
は
比
較
的
咲
く
花
が
少
な
い
時
期

だ
が
、
川
っ
ぷ
ち
の
よ
く
日
の
あ
た

る
所
で
、
ウ
ツ
ギ
や
ヤ
ブ
デ
マ
リ
、

ノ
イ
バ
ラ
な
ど
の
白
い
花
に
よ
く
出

会
う
。

　

中
で
も
、
ノ
イ
バ
ラ
の
花
は
や
さ

し
い
香
り
が
し
て
、
私
の
好
き
な
花

町
田
市
街
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

登

録

者

　

「
町
田
市
住
み
よ
い
街
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
、
街
づ
く
り
に
主
体
的

に
取
り
組
む
市
民
の
団
体
に
対
し
て
、

情
報
の
提
供
、
相
談
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
な
ど
を
行
い
、
街
づ
く
り
活
動
の

支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

街
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
街

づ
く
り
条
例
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

い
た
街
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
方
を
あ
ら
か
じ
め
登

録
者
名
簿
に
登
載
し
公
表
し
て
、
街
づ

く
り
活
動
を
進
め
る
団
体
等
に
対
し

て
、
必
要
に
応
じ
て
派
遣
し
、
協
働
の

街
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。

　

登
録
は
、
個
人
と
法
人
の
別
が
あ

り
、
登
録
要
件
が
あ
り
ま
す
。
登
録
申

請
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
を
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
４

市
立
保
育
園

臨

時

保

育

士

○
資
格　

①
保
育
課
程
の
短
大
、
専
門

学
校
の
２
年
生
以
上
②
保
育
課
程
を
専

攻
し
て
い
る
大
学
生
で
３
年
生
以
上
③

保
育
士
資
格
が
あ
る－

の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

○
期
間　

７
月　

日
〜
８
月　

日

２１

３１

※
土
・
日
曜
日
を
除
く　

日
間
。

３０

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
勤
務
場
所　

各
市
立
保
育
園
（
わ
か

ば
・
森
野
三
丁
目
保
育
園
を
除
く
）

○
勤
務
内
容　

保
育
の
補
助

○
人
員　

各
園
１
人
（
計
７
人
）

○
応
募　

履
歴
書
を
本
人
が
お
持
ち
に

な
り
、
６
月　

日
ま
で
に
直
接
子
育
て

２５

支
援
課
（
市
役
所
本
庁
舎
地
下
、
11
７

２
４
・
２
１
３
８
）
へ
。

※
有
資
格
者
は
「
保
育
士
証
又
は
保
育

士
資
格
証
明
書
」
の
写
し
を
添
付
し
て

下
さ
い
。

町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４

実

行

委

員

　

今
年
も
「
町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
４
」
の
開
催
に
向
け
て
、
実
行
委
員

（
市
民
・
学
生
・
団
体
）
を
募
集
し
ま

す
。
実
行
委
員
会
は
６
月　

日
（
火
）

２９

午
後
１
時　

分
か
ら
、
す
み
れ
会
館
で

３０

行
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
市
内
で
ご
み
減
量
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
市
民
・

団
体
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
活
動
の
紹

介
・
展
示
、
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
の
販

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
を
行
い
ま

す
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
ご
み
減
量
課

（
11
７
９
７
・ 
０
５
３
０ 
）
へ
。

ご

み

ゼ

ロ

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議

会

専

門

部

会

　

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審

議
会
第
三
専
門
部
会
を
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
議
当
日

の
午
後
５
時
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課

（
11
７
２
４
・
２
８
７
６
）
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
木
）
午
後
６
時

２４

〜
８
時

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

○
内
容　

子
ど
も
の
よ
り
よ
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

お
配
り
し
て
い
ま
す

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
窓

口
案
内
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
、

２
０
０
４
年
度
版
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
、
お
配
り
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
プ
版
・
点
字
版
も
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
障
が
い
福
祉
課

へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー

業
務
を
開
始
し
ま
し
た

　

６
月
７
日
か
ら
、
町
田
市
教
育
セ
ン

タ
ー
の
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
部
指
導
課
教
育
セ
ン
タ
ー

係
相
談
部
門
と
小
学
校
適
応
指
導
教
室

は
改
修
し
た
旧
忠
生
四
小
校
舎
に
移
転

し
、
新
た
に
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
事

業
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

開
所
式
は
７
月
９
日
に
実
施
し
ま

す
。

□問
 

指
導
課
教
育
セ
ン
タ
ー
係
11
７
９
３

・
２
４
８
１

戦
没
者
等
の
妻
・
戦
没
者
の
父
母
等
に

対
す
る特

別

給

付

金

　

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
」
第
二
十
二
回
い
号
（
２
０
０
万

円
）
及
び
「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す

る
特
別
給
付
金
」
第
二
十
一
回
い
号

（
１
０
０
万
円
）
の
請
求
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」
の
対
象
と
な
る
の
は
、
戦
没

者
の
父
母
・
祖
父
母
（
養
父
母
・
養
祖

父
母
等
）
で
す
。
戦
没
者
の
子
・
兄
弟

姉
妹
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇

　

期
限
は
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
で

１８

３１

す
。

　

ま
だ
、
請
求
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
福
祉
総
務
課
で
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

市
税
徴
収
嘱
託
員
が

お
伺
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
税
の
未
納
者
に
対
し
６

月
１
日
か
ら　

月
末
ま
で
の
間
、
徴
収

１１

嘱
託
員
に
よ
る
訪
問
徴
収
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
徴
収
嘱
託
員
は
、
「
町
田
市

市
税
徴
収
嘱
託
員
証
」
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

納
税
課
11
７
２
４
・
２
１
２
２

老
人
医
療
費
助
成

（
○福
 

医
療
証
）
制
度

　

東
京
都
で
は
、
昭
和　

年
６
月　

日

１２

３０

以
前
に
生
ま
れ
た　

歳
ま
で
の
健
康
保

６９

険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
本
人
の
所

得
が
基
準
額
（
＝
右
下
表
）
以
下
の
方

を
対
象
に
医
療
費
の
助
成
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
○福
 

医

療
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
本
人
（
政
府
管

掌
・
組
合
・
共
済
）
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

都
内
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る

時
に
健
康
保
険
証
と
○福
 

医
療
証
を
提
示

す
る
と
、
保
健
診
療
分
の
窓
口
で
の
支

払
い
が
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
分

に
な
り
ま
す
（
保
険
外
は
全
額
自
己
負

担
で
す
）
。

　

な
お
、
所
得
・
年
齢
が
該
当
す
る
方

に
は
、
ご
案
内
の
通
知
を
し
ま
す
。

　

交
付
申
請
手
続
き
に
は
、
健
康
保
険

証
・
認
印
が
必
要
で
す
。

※
２
０
０
４
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登

録
地
の
市
区
町
村
か
ら
所
得
証
明
書
を

お
取
り
寄
せ
下
さ
い
。

【
す
で
に
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
】

　

引
き
続
き
老
人
医
療
費
助
成
が
受
け

ら
れ
る
方
に
は
、
７
月
１
日
か
ら
お
使

い
い
た
だ
く
新
し
い
医
療
証
を
、
６
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
（
申
請
は
不
要
で

す
）
。
ま
た
、
所
得
が
基
準
額
を
超
え

る
な
ど
で
受
給
資
格
の
な
く
な
る
方
に

は
、
資
格
消
滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
医
療
証

は
お
早
め
に
高
齢
者
医
療
課
（
11
７
２

４
・
２
１
４
４
）
ま
た
は
、
南
・
な
る

せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山
の

各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
下
さ
い
。

　

な
お
、
昭
和　

年
７
月
１
日
以
降
に

１２

生
ま
れ
た
方
に
は
老
人
医
療
費
助
成
制

度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
○福
 

限
度
額
適
用
認
定
証
】

○
対
象　

○福
 

受
給
者
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
方

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
平
成　

年
６

１６

月　

日
ま
で
は
平
成　

年
度
、
平
成　

３０

１５

１６

年
７
月
１
日
か
ら
平
成　

年
６
月　

日

１７

３０

ま
で
は
平
成　

年
度
の
当
該
世
帯
員
の

１６

課
税
状
況
を
み
ま
す
）
に
属
す
る
方
が

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
外
来
の
患
者
負
担
額
の
上
限
が
医

療
機
関
ご
と
に
月
８
０
０
０
円
に
、
入

院
の
患
者
負
担
額
の
上
限
が
医
療
機
関

ご
と
に
月
２
万
４
６
０
０
円
に
な
り
ま

す
。

　

認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
対
象
に
な
り

東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

○
対
象　

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で

原
則
と
し
て
実
務
経
験
５
年
以
上
の
方

○
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２４

○
申
し
込
み　

６
月　

日
か
ら
高
齢
者

１４

福
祉
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
ま
た
は

健
康
福
祉
会
館
分
館
）
で
願
書
を
配
布

し
ま
す
。
７
月
５
日
〜　

日
（
消
印
有

３１

効
）
に
郵
送
で
（
財
）
東
京
都
高
齢
者

研
究
・
福
祉
振
興
財
団
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
０
９
１

２

ま
す
。

　

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
高
齢
者
医
療
課
（
11
７
２
４
・

２
１
４
４
）
へ
。

環
境
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実

施

し

ま

す

　

市
で
は
、
２
０
０
２
年
３
月
に
、
環

境
施
策
の
目
標
や
方
向
性
と
、
市
民
や

事
業
者
の
方
々
が
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
や
事
業
活
動
を
行
う
た
め
の
指
針
を

示
し
た
「
町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
２
０
０
２
年

度
か
ら
町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
施
策
の
進
み
具
合
や
目
標

の
達
成
状
況
な
ど
を
点
検
・
評
価
し
た

「
町
田
市
環
境
白
書
」
を
発
行
し
、
広

く
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
白
書
２
０
０
４
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
環
境

施
策
に
対
す
る
評
価
や
気
に
な
る
環
境

問
題
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
点
検

・
評
価
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
方
６
０
０
人

を
対
象
に
「
環
境
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

○福 医療証の本人所得基準額
（平成１７年６月３０日までの基準）

基準額（平成１６年６月３０日
までは平成１４年中、平成１６
年７月１日からは平成１５年
中の所得になります）

扶養親族
等の数

２，５７２，０００円０人
３，０５２，０００円１人
３，４３２，０００円２人
３，８１２，０００円３人

（
そ
の　

）
２５７

ノ

イ

バ

ラ　

〜
す
が
す
が
し
い
清
楚
な
香
り
〜

の
一
つ
だ
。
こ
の
植
物
は
、
バ
ラ
科

を
代
表
す
る
植
物
で
あ
る
。
バ
ラ
科

に
は
種
類
が
多
く
、
サ
ク
ラ
や
ウ

メ
、
モ
モ
、
リ
ン
ゴ
、
ア
ン
ズ
な

ど
、
身
近
な
も
の
も
多
い
。

　

バ
ラ
と
い
え
ば
、
八
重
咲
き
の
豪

華
な
園
芸
種
に
人
気
が
集
ま
る
が
、

そ
の
原
種
の
野
生
の
バ
ラ
も
な
か
な

か
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。

　

バ
ラ
科
の
特
徴
は
花
び
ら
が
五
枚

で
あ
る
が
、
お
し
べ
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
こ
の
お
し
べ
が
弁
化
し
て
、
八

重
咲
き
の
品
種
と
な
る
。

　

白
き
花
あ
れ
ば
水
あ
り
五
月
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
女
）

ノイバラ（H１６．５．２２本町田にて撮影）


